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患
者
生
命
の
リ
ス
ク
回
避
を
優
先

安
心
安
全
な
病
院
経
営
の
継
続
を
目
指
す

市
民
病
院
西
館
等
の
再
整
備
を
検
討

厚生環境

―
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
記
録
を
作
成

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
最
終
報
告

生
活
・
文
化
拠
点
再
整
備
事
業

補正予算

学
区
内
の
待
機
児
童
解
消
へ

新
林
小
学
校
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
設

―
藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施
設
再
整
備
特
別
委
員
会
―

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

12
月
７
日
及
び
12
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
。
12
月
７
日
の
委
員

会
で
は
、
陳
情
５
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
陳
情
は
全
て

趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。　

ま
た
、
①
藤
沢
市
民
病
院
の

西
館
等
再
整
備
の
検
討
②
藤
沢

市
民
病
院
健
全
経
営
推
進
計
画

２
０
２
７
の
策
定
（
素
案
）
③

第
３
期
藤
沢
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
（
藤
沢
市

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
及
び
第

４
期
藤
沢
市
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
の
策
定
（
素
案
）
④

第
２
期
ふ
じ
さ
わ
自
殺
対
策
計

画
の
策
定
（
素
案
）
⑤
藤
沢
市

感
染
症
予
防
計
画
の
策
定
（
素

案
）
⑥
藤
沢
市
地
域
福
祉
計
画

２
０
２
６
の
中
間
見
直
し
（
中

間
報
告
）
⑦
（
仮
称
）
い
き
い

き
長
寿
プ
ラ
ン
ふ
じ
さ
わ
２
０

２
６
の
策
定
（
中
間
報
告
）
⑧

ふ
じ
さ
わ
障
が
い
者
プ
ラ
ン
２

０
２
６
（
中
間
見
直
し
）（
中
間

報
告
）

―
以
上
８
件
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

12
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

○
藤
沢
市
民
病
院
の
西
館
等
再

整
備
の
検
討
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

市
民
病
院
西
館
は
築
30
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
抜
本

的
改
修
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漏

水
や
排
水
不
良
等
が
頻
発
し
、

緊
急
修
繕
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
23
年
に
策
定

さ
れ
た
藤
沢
市
民
病
院
再
整
備

基
本
構
想
に
お
い
て
、
西
館
及

び
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
20

年
以
内
を
目
途
に
改
築
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西

館
等
の
再
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

西
館
は
、
既
に
給
排
水
管
等

の
寿
命
期
間
が
経
過
し
、
令
和

２
年
に
実
施
し
た
劣
化
診
断
調

査
に
お
い
て
も
、
早
期
の
更
新

の
必
要
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

は
、
院
内
他
施
設
と
比
べ
劣
化

の
進
度
が
速
い
こ
と
に
加
え
、

そ
の
機
能
上
、
手
術
室
や
集
中

治
療
室
等
の
主
要
機
能
を
持
つ

西
館
と
隣
接
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
併
せ
て
改
修
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

整
備
手
法
は
、
①
病
院
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
の
改
修
②
仮

設
を
建
設
し
て
の
改
修
③
建
て

替
え
の
３
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
病
院
の
運
営
上
へ
の

影
響
や
患
者
の
生
命
に
係
わ
る

リ
ス
ク
、
仮
設
建
設
及
び
解
体

に
か
か
る
費
用
等
を
考
慮
す
る

と
、
③
建
て
替
え
が
最
も
現
実

的
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
、
西

館
及
び
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
安
心

安
全
な
病
院
運
営
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
建
て
替
え
を
前
提

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

12
月
５
日
及
び
12
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
。
12
月
５
日
の
委
員

会
で
は
、
議
案
１
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

12
月
12
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
８
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

ま
た
、
新
設
整
備
に
当
た
り
、

保
護
者
へ
の
説
明
状
況
と
地
域

の
合
意
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

令
和
５
年
４
月
時
点
の

新
林
小
学
校
区
に
お
け
る
待
機

児
童
数
は
19
人
で
あ
り
、
今
後

も
児
童
数
が
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
な

新
設
整
備
を
行
う
た
め
に
予
算

案
を
上
程
し
た
。
新
設
ク
ラ
ブ

の
定
員
は
50
人
程
度
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
推
計

の
伸
び
を
考
慮
し
て
も
、
当
該

学
校
区
の
待
機
児
童
は
解
消
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
説
明
は
、
当
該

学
校
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
来
年
度
利
用
の
一
次
申
込
者

に
対
し
て
整
備
概
況
等
を
通
知

し
、
希
望
に
応
じ
て
申
込
み
変

更
を
受
け
付
け
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
近
隣
家
庭
に
は
訪
問

等
に
よ
り
説
明
し
て
お
り
、
理

解
を
得
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け

る
寄
附
額
が
当
初
見
込
み
を
上

回
っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
６
サ
イ
ト
追
加

し
た
こ
と
や
、
総
務
省
の
告
示

改
正
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
が

あ
っ
た
こ
と
、
お
礼
品
を
約
１

２
０
件
拡
充
で
き
た
こ
と
が
理

由
と
考
え
て
い
る
。

今
後
に
向
け
て
は
、
引
き
続

き
、
寄
附
受
入
額
の
増
加
に
つ

な
が
る
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
体
験
型
に
特
化
し
た
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
追
加
す
る
予

定
で
あ
り
、
積
極
的
な
お
礼
品

の
拡
充
に
も
努
め
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
の
拡
充
に
取
り
組
む
一
方
、

市
民
の
他
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
伴
い
、
市
税
が
減
収
し
て

い
る
。
市
民
に
対
し
て
、
本
市

へ
の
納
税
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
る
か
。

　

流
出
額
が
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
る
状
況
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
等
に
も
影
響
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

流
出
額
の
影
響
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
に
つ
い
て
周
知
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
、
本
市
の
取
組
と
現

状
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
①
藤

沢
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
対
応
の

記
録

―
以
上
２
件
に
つ
い
て

審
査
し
た
。　
　

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―　

）
対
応

の
記
録

〈
市
の
説
明
〉

本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

へ
の
対
応
は
、
国
や
県
、
藤
沢

市
医
師
会
を
は
じ
め
と
し
た
関

19

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

医
療
提
供
体
制
等
の
整
備
や
患

者
療
養
支
援
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
た
び
、
令
和
５
年
５
月

８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
法
上
の
扱
い
が
５
類
と
な
り
、

法
律
に
基
づ
き
行
政
が
様
々
な

要
請
・
関
与
を
し
て
い
く
仕
組

み
か
ら
、
個
人
の
主
体
的
な
取

組
を
基
本
と
す
る
対
応
に
大
き

く
転
換
し
た
こ
と
を
受
け
、
今

後
の
新
興
感
染
症
の
対
応
の
参

考
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
や
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め

た
総
集
編
を
作
成
し
た
。

市
内
の
感
染
状
況
等
と
し
て

は
、
累
計
９
万
７
７
８
７
人
の

新
規
感
染
者
を
公
表
し
た
。
ま

た
、
一
日
当
た
り
の
最
多
新
規

感
染
者
数
は
、
第
３
波
の
50
人
、

第
５
波
の
１
３
２
人
、
第
７
波

の
７
４
４
人
と
、
従
来
株
か
ら

デ
ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と

い
っ
た
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
と
と

も
に
、
爆
発
的
に
増
加
し
た
。

年
代
別
で
は
、
全
世
代
に
わ

た
り
感
染
が
広
が
り
、
全
体
と

し
て
は
40
歳
代
ま
で
の
若
い
世

代
で
７
割
以
上
を
占
め
た
。

公
表
時
点
に
お
け
る
患
者
の

症
状
と
し
て
は
、
全
体
の
９
割

以
上
が
軽
症
ま
た
は
無
症
状
で
、

全
体
で
８
割
を
超
え
る
感
染
者

が
自
宅
療
養
と
な
っ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
死
亡

者
数
は
２
３
３
人
で
、
70
歳
代

以
上
の
年
代
が
９
割
を
占
め
た
。

個
別
項
目
に
お
け
る
取
組
・

課
題
と
し
て
は
、
今
後
の
新
興

感
染
症
発
生
時
に
生
か
せ
る
実

践
的
な
手
引
書
と
な
る
よ
う
、

項
目
ご
と
に
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
概
要
、
経
過
、
課
題
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

４
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
改

正
感
染
症
法
で
は
、
医
療
提
供

体
制
や
保
健
所
体
制
の
強
化
等

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
、
県
が
定
め
る
感
染
症
予

防
計
画
の
充
実
が
求
め
ら
れ
た

ほ
か
、
新
た
に
、
保
健
所
設
置

市
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
、

県
の
計
画
に
即
し
た
感
染
症
予

防
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
感
染

症
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
藤
沢
市
感
染
症
予
防
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
11

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢
都

心
部
再
生
及
び
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
Ｏ

Ｕ
Ｒ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン（
※
）
の
策
定
（
最

終
報
告
）
の
審
査
を
行
っ
た
。

○
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ

い
て
（
最
終
報
告
）

〈
市
の
説
明
〉

生
活
・
文
化
拠
点
再
整
備
事

業
は
、
令
和
５
年
８
月
開
催
の

本
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
素
案
）
を
報
告
し
た
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
ほ
か
、
事
業
者
や
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
・
イ
ベ
ン
タ
ー
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

こ
の
た
び
、
８
月
の
委
員
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
案
）
を
作
成
し
た
。

収
益
性
に
関
し
て
は
、
本
事

業
で
整
備
す
る
機
能
は
、
図
書

館
、
青
少
年
会
館
な
ど
、
公
益

性
が
高
く
、
ま
た
、
ホ
ー
ル
運

営
者
の
自
主
事
業
と
し
て
実
施

す
る
興
行
型
の
事
業
は
、
全
国

的
に
見
て
も
指
定
管
理
料
や
施

設
利
用
料
収
入
で
収
益
赤
字
を

補
填
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
独
立
採
算
事
業

と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ル
に

お
け
る
興
行
等
の
収
益
は
、
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
・
イ
ベ
ン
タ
ー
が

施
設
利
用
者
と
し
て
実
施
す
る

興
行
型
の
事
業
に
伴
う
施
設
利

き
も
の
と
決
定
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

　

新
林
小
学
校
区
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
整
備
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
よ

り
待
機
児
童
の
解
消
の
見
通
し

は
あ
る
の
か
。

用
料
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

収
益
施
設
の
設
置
・
運
営
、

収
益
事
業
の
実
施
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
相

乗
効
果
や
市
民
の
利
便
性
に
寄

与
す
る
取
組
を
期
待
し
、
本
事

業
で
再
整
備
す
る
施
設
や
旧
近

藤
邸
を
は
じ
め
と
し
た
既
存
施

設
、
公
園
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
そ
の
他
公
共
資
産
を
有
効

活
用
し
、
集
客
性
、
収
益
性
を

確
認
し
な
が
ら
試
験
的
、
段
階

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

収
益
性
の
向
上
に
向
け
て
は
、

管
理
・
運
営
者
の
募
集
に
当
た

り
、
民
間
収
益
施
設
の
導
入
及

び
利
用
料
金
制
度
の
導
入
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
周
辺
地
域
へ

の
経
済
波
及
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
そ
の
効
果
検
証
を
し

っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

ホ
ー
ル
に
お
け
る
興
行
等
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
の
演

者
等
の
質
の
高
い
文
化
芸
術
に

触
れ
ら
れ
る
機
会
の
提
供
や
収

益
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
民

の
文
化
芸
術
活
動
等
に
係
る
利

用
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。

本
事
業
の
事
業
費
は
、
管
理
・

運
営
計
画
、
基
本
設
計
作
成
時

に
算
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
事

業
費
の
縮
減
、
平
準
化
の
た
め
、

補
助
金
、
基
金
、
起
債
等
の
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
資

金
の
獲
得
も
積
極
的
に
検
討
し
、

財
源
確
保
に
努
め
る
。

今
後
は
、
６
年
６
月
か
ら
管

理
・
運
営
者
と
基
本
設
計
者
の

公
募
を
行
い
、
10
月
に
は
事
業

者
を
選
定
す
る
。
そ
の
後
、
６

年
10
月
か
ら
８
年
３
月
ま
で
に

管
理
・
運
営
計
画
の
作
成
、
基

本
設
計
を
行
い
、
８
年
か
ら
11

年
に
か
け
て
、
実
施
設
計
者
・

工
事
施
工
者
を
選
定
し
、
実
施

設
計
、
既
存
建
物
解
体
工
事
、

新
築
工
事
を
行
っ
た
の
ち
、
11

年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

主要機能を有する西館と救命救急センターの早期更新が求められる

興業の誘致と市民利用のバランスに配慮し、検討を進める

本市における新型コロナウイルス感染症新規感染者数の推移

西館 東館

救命救急センター


